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概要(ABSTRACT)

ビームラインを設計するにあたり、空間電荷効果を如何に考えるかにつ
いて簡単な計算をしたので報告する。

結論
1縦方向を考える時は、電流20 mAの影響が大きいので、考慮
しなければいけない。この結果はPLA-91-2にまとめてある。

２）横方向を考える時には、空間電荷効果は、最終時（実験する時
の補正量と考えて良い。従って、MAGICとか簡単な手計算
とかで空間電荷効果を考慮せずに計算を行い、ピームラインを
設計して良い。
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ビームラインを設計するにあたり、空間電荷効果を如何に考えるかについて
簡単な計算をしたので報告する。

結論
１）縦方向を考える時は、電流20 mAの影響が大きいので、考慮しなけれ
ばいけない。この結果はPLA-91-2にまとめてある。

２）横方向を考える時には、空間電荷効果は、最終時（実験する時）の
補正量と考えて良い。従って、MAGICとか簡単な手計算とかで空間電
荷効果を考慮せずに計算を行い、ビームラインを設計して良い。解、

図１に空間電荷効果を精密に考慮したと考えられる計算コードLEBTによる
計算結果を示す。これは、RFQとＤｎをつなぐビームラインにおいて、電流値
をOmAと20 mAに設定した時のβ関数である。入力にはRFQからのパンチ
を用い、途中にパンチャーを置いている。
図２と図３にDnの入り口（厳密には少しずれている）付近のビームの形を
示す。コードLEBTによる計算結果（電流価を０mAと2０ mA)を図示したも
のである。
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図１電流値０mAと２０ mAの場合のＢ関数。



-

⑪.⑪３

⑪.⑪Ｚ ■１■ｑ■ｑ■１■Ｕ■の■
■ｑ■ ｰ１■牢■ｑ■１■

⑪.⑪１ - Ⅱ ■ ● ｡ ● ● ● ●
＝ ＝ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

へ

雷
皇
涜

⑪ ● ● の Ｏ ● ● ｡ ●
■ ■ ＝ ＝ ■ ■ ー ー ■ ■ ＝

-⑪｡⑪１ 1■４■ｑ■ｑ■１■ｑ■ｑ■。■
■Ｌｑ■ ｡ ｡ - 。■４■１■

-⑪｡⑪Ｚ Ⅱ ■ ■ 、 - - ｑ ■ ー - ■
１■ィ■４■Ｉ■１■。■■｡

-⑪.⑪３
-2     -1.5     -１    -⑪､５⑪⑪､5       1      １.5      2癖

図2    DTLの入り口付近のビームのエミツタンス。
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図３    DTLの入り口付近のビームのエミツタンス。


